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§１．研究実施体制  

（１）鈴木グループ 

① 研究代表者：鈴木 達也 （名古屋大学大学院工学研究科、教授） 

② 研究項目 

・車載蓄電池を考慮したモデル予測型 HEMS の定式化 

・マルチモード AR モデルによる多様な状況下での電力需要予測 

・統計データと Greedy な探索による車使用予測 

 

（2）金森グループ 

① 金森 淳一郎 （株式会社デンソー・技術開発センター マイクログリッド事業開発室、室長） 

② 研究項目 

・実データ（電力需要・太陽光発電量・車使用等）の計測・整理 
・モデル予測型 HEMS の定式化における要件の定義 

・プロトタイプ装置の開発と実機検証 
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§２．研究実施の概要  

 
本研究は、電気自動車（EV）やプラグインハイブリッド車（PHV）に内蔵される車載蓄

電池を家庭内、あるいはコミュニティ内での EMS に組み込むことで、より柔軟でロバスト

な EMS の実現を目指している。その中で、平成 25 年度は、車載蓄電池を活用した家庭用

EMS（HEMS）の設計問題について以下の 6 項目に取り組んだ。 

 

(1) 実データの計測・整理 

 HEMS の設計に必要となる基礎データを充実させた。昨年度の引き続き、主たる共同研

究者の協力のもと、豊田市低炭素社会システム実証プロジェクト（以下、豊田市実証プロ

ジェクト）から 67 世帯分のデータを取得し、また、別途、車の使用状況について自動車 30
台分の被験者を対象として 1 年間に渡るデータを取得した。また、豊田市実証プロジェク

トにおける 16 世帯に対して本 HEMS の実装を行い、データの取得を開始した。 
(2) 車載蓄電池を考慮したモデル予測型 HEMS の定式化と求解に対する検証 

 項目(1)により順次得られる実データを用いて、電力需要予測と車の使用状況の予測（項

目(4)）を行う予測モデルを構築し、昨年度開発した車載蓄電池を考慮したモデル予測型

HEMS における求解プログラムを適用し検証した。そして、その検証を通して定式化と求

解プログラムの改良を行い、HEMS 実験検証用プロトタイプ装置の開発（項目(5)）と豊田

市実証プロジェクトにおける本 HEMS の実装へと繋げた。 
(3) AR モデルとクラスタリング手法による電力需要家の分類 

 項目(1)の実データから電力需要家を、その電力の使い方に基づいて分類した。分類は AR
モデルのパラメータにクラスタリング手法を適用することで行った。その結果、電力需要

の平均値の大小、電力需要の変動の大小により分類できることが分かった。これらの結果

は、項目(6)における CEMS のエージェントベースシミュレーションの準備に使われる。 
(4) 車の使用状況の統計データに基づく車使用予測 
 車使用を予測する問題（出発時刻と帰宅時刻組み合わせ最適化問題）において、項目(1)
により得られた実データを用いて、Greedy な解探索アルゴリズムと、動的計画法による高

速解法を評価した。そして、本項目で得られたモデルを用い、車の使用予測と電力需要予

測を組み込んだ上での HEMS の評価を行った。 
(5) プロトタイプによる実機検証 

 HEMS 実験検証用プロトタイプ装置の開発を進めた。プロトタイプの制御系の開発と性

能評価を行い、またモデル予測型 HEMS の実装とデータ取得のインターフェースを開発した。

また、模擬車載蓄電池の容量アップを行い、蓄電池容量の違いが制御に与える影響を検証

可能な環境を構築した。 
(6) HEMS を拡張した地域 EMS（CEMS）の設計 

EMS の対象を家庭だけではなく集合住宅や地域にまで拡張すべく、CEMS における定式

化と求解プログラム（グループ最適化）の開発を行った。また、CEMS を検証するための

エージェントベースシミュレーションの環境を整備した。 
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